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1 〇 全域 山名　和章 73 男 農業 該当
紀の里農業協同組合　非常勤理
事
紀の川市農業委員会委員

営農類型：果樹
耕作面積：130ａ

非該当
紀の里農業
協同組合

岩上　昌義 組合活動 10,350 正組合員

紀の川市の農業事情に精通し、地域の農業者や組合員等の相談
役として現在も活躍していただいており、農地利用の集積・集約
化、耕作放棄地の防止・解消及び農地の権利移動などに見識を有
している方であり、紀の川市の農業の発展及び農家の所得向上に
熱意があるため。

2 〇 打田 尾崎　加代子 75 女 農業 該当
紀の川市農業委員会委員
紀の里農業協同組合　理事

営農類型：水稲・露地野菜・施
設野菜・果樹
耕作面積：80ａ

非該当 清瀧　恒雄 農業 78 男

希望する地区の農業事情に精通していると共に見識を有し農地法
に基づく許認可などの業務を適切に行うことができ、担い手への農
地利用の集積・集約化、耕作放棄地の防止・解消、新規参入の促
進など農地等の利用の最適化の推進に積極的に取り組んでいた
だける方であるため。

3 〇 打田 岩鶴　修嗣 72 男 農業 該当

県青年農業士　認定
県地域農業士　認定
県認定農業士　認定
県農林水産業賞　受賞
県指導農業士　認定
那賀地方農業士会　会長
紀の川市農業委員会委員

営農類型：水稲・果樹
耕作面積：200ａ

非該当 大河内　正裕 農業 73 男

希望する地区の農業事情に精通していると共に見識を有し農地法
に基づく許認可などの業務を適切に行うことができ、担い手への農
地利用の集積・集約化、耕作放棄地の防止・解消、新規参入の促
進など農地等の利用の最適化の推進に積極的に取り組んでいた
だける方であるため。

4 〇 桃山 小坂　憲史郎 67 男 農業 該当

（一社）日本果樹種苗協会　理事
（一社）日本果樹種苗協会業者協
議会　相談役
紀の川市農業委員会委員

営農類型：その他
（果樹種苗生産・販売）
耕作面積：350ａ

非該当 井沼　武彦 農業 82 男

希望する地区の農業事情に精通していると共に見識を有し農地法
に基づく許認可などの業務を適切に行うことでき、担い手への農地
利用の集積・集約化、耕作放棄地の防止・解消、新規参入の促進
など農地等の利用の最適化の推進に積極的に取り組んでいただ
ける方であるため。

5 〇 粉河 井関　光尊 71 男 農業 該当
農事組合法人共栄出荷組合　組
合長
ＪＡ紀の里　理事

営農類型：水稲・果樹
耕作面積：400ａ

非該当 今西　敏文 農業 75 男

地域農業に精通し、農業に関する深い知識と経験を有し、農地利
用や農業政策及び生産方法や市場にも詳しく、住民や農業者との
信頼関係も大変良好であり、正確な判断が出来、次世代農業へも
積極的に取り組み地域の活性化に貢献されている方であるため。

6 〇 粉河 久保　晴嗣 72 男 農業 該当

ＪＡ紀の里農業協同組合職員
農済北部損害評価委員
紀の川市農地利用最適化推進委
員
紀の川市農業委員会委員

営農類型：水稲・露地野菜・施
設野菜・果樹
耕作面積：1,100ａ

非該当 熊井　晴康 農業 67 男

希望する地区の農業事情に精通していると共に見識を有し農地法
に基づく許認可などの業務を適切に行うことでき、担い手への農地
利用の集積・集約化、耕作放棄地の防止・解消、新規参入の促進
など農地等の利用の最適化の推進に積極的に取り組んでいただ
ける方であるため。

7 〇 粉河 青柳　守 75 男 農業 該当
紀の川市農業委員会委員
紀の里農業協同組合　総代

営農類型：果樹
耕作面積：380ａ

非該当 池田　宏良 農業 67 男

希望する地区の農業事情に精通していると共に見識を有し農地法
に基づく許認可などの業務を適切に行うことでき、担い手への農地
利用の集積・集約化、耕作放棄地の防止・解消、新規参入の促進
など農地等の利用の最適化の推進に積極的に取り組んでいただ
ける方であるため。

8 〇 全域 山田　賢 54 男 税理士 非該当
山田会計事務所
税理士資格取得
紀の川市農業委員会委員

― 非該当

農業委員会の所掌に属する事項に関し利害関係を有しないが、税
理士として中立・公正な立場で、農地法に基づく許認可などの業務
を適切に行うと共に相続税・贈与税等の適切な助言等行いたいと
考えています。また、地域農業の発展のため、農地等の利用の最
適化の推進に関しても税理士として適切に取り組んでゆきたいと
考えています。

9 〇 粉河 前河　圭司 72 男 農業 非該当
ＡＢＣ開発㈱　取締役
北町自治区　区長

営農類型：果樹
耕作面積：60ａ

非該当 児玉　勝彦 農業 82 男
まじめで温厚な性質、地元では信頼が厚く現在北町区長をお世話
してくれているため。

10 〇 貴志川 野尻　久江 67 女 農業 非該当

貴志川町農業委員
和歌山県農業士連絡協議会　副
会長
紀の川市農業委員会委員
ＪＡ紀の里貴志川町鳥居地区　総
代
那賀農業普及指導協力委員

営農類型：水稲・施設野菜・果
樹
耕作面積：80ａ

非該当

高齢化、担い手不足等、地域農業の実情を踏まえて、地域の将来
像を検討する上で、新たな女性の視点で活性化に協力したいと考
えています。また、幅広い女性農業委員の方々とも話し合えたらと
思っています。

11 〇 全域 赤坂　好哉 76 男 農業 該当
和歌山北部農業共済　組合長
和歌山県農業共済　副組合長
紀の川市農業委員会　会長

営農類型：果樹
耕作面積：200ａ

非該当
和歌山県

農業共済組合
杉谷　孫司 農業保険事務 14,739

農業共済
組合員

本組合の理事就任期間中はもとより、退任以降も、農業保険の普
及に尽力される傍ら、紀の川市の農業事情に精通し、見識を有し
ている同氏は、地域の農業者からの信頼も厚く、相談役として活躍
されており、紀の川市の農業発展と農業者の所得向上に熱意を
もって取り組まれている。
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12 〇 貴志川 山田　真司 64 男 農業 該当

紀の里農業協同組合　理事
貴志川町北区環境保全会　会長
指導農業士
貴志川土地改良区　理事
貴志川ナス部会　会長

営農類型：水稲・施設野菜・花
き
耕作面積：500ａ

非該当 岡山　等 農業 76 男

農地の確保と地域の保全は、住民生活にとって大変重要でありま
す。このため今回農業委員会委員の役割を改めて認識し、今や地
域のリーダーであります当人を推薦するところであります。当氏は
若くから親と一緒に営農に取り組まれ、勤勉な専業農家として、ま
た規模拡大を通して地域の担い手として、更に新たな作目の導入
で周辺地域からも絶大な信頼を得ている現状であります。今までも
委員の候補者として挙がっていましたが専業であることから委員の
任務を十分に果たせないなどの理由から固辞していたところです。
最近長男であります後継者が農業に参画され一層の経営の安定
が図られているようであり、今後地域の委員として、地域の担い手
として、山田氏は地域存続のためにもここに活躍を期待するところ
であります。

13 〇 全域 藤田　勝次 64 男
司法
書士

非該当

和歌山県職員
税理士資格取得
司法書士資格取得
司法書士事務所　開業

― 非該当

県経営支援課などでの行政経験や司法書士、税理士など専門職
士業の法的知識を生かし、農地法その他の関係法令に基づく適正
な農地に関する事務の執行のほか、紀の川市における農地等の
利用の最適化に向けた取組みに貢献させていただきたい。

14 〇 粉河 児玉　幸造 59 男 農業 非該当
近畿花王販売㈱
紀ノ川農業協同組合　副組合長

営農類型：水稲・露地野菜・施
設野菜・果樹
耕作面積：100ａ

非該当
紀ノ川

農業協同組合
宇田　篤弘

農産物
委託販売

788 正組合員

本組合の理事として農業事情に精通し、地域の農業者や組合員等
の相談役として現在も活躍していただいており、農地利用の集積・
集約化、耕作放棄地の防止・解消及び農地の権利移動などに見識
を有している方であり、紀の川市の農業の発展及び農家の所得向
上に熱意があるため。

15 〇 桃山 59 男 農業 非該当
紀の里農業協同組合　総代
丸百選果場　役員
安楽川井土地改良区　理事

営農類型：果樹
耕作面積：150ａ

非該当
安楽川井

土地改良区
永長　幹雄 土地改良事業 534 受益者

本改良区の理事として農業事情に精通し、地域の農業者や組合員
等の相談役として現在も活躍していただいており、農地利用の集
積・集約化、耕作放棄地の防止・解消及び農地の権利移動などに
見識を有している方であり、紀の川市の農業の発展及び農家の所
得向上に熱意があるため。

16 〇 打田 山下　輝修 69 男 農業 該当

和歌山県農業会議事務局
和歌山県農業公社事務局
近畿大学生物理工学部　事務職
和歌山県かきもも研究所
紀の川市農業委員会委員　職務
代理

営農類型：水稲・露地野菜・果
樹
耕作面積：70ａ

非該当

これまでの職務経験で市町村業委員会運営・指導を行っていたこ
と、また農地法、農業経営基盤強化法、農業委員会法等について
研鑽を重ねてきたこと、さらに農業委員3期の経験を活かしながら、
市の抱える諸課題をはじめ、優良農地の確保等に貢献したいと考
え応募しました。

17 〇 貴志川 山本　佳司 68 男 農業 該当
紀の川市農業委員会委員
山田ダム土地改良区　理事

営農類型：水稲・露地野菜・施
設野菜
耕作面積：125ａ

非該当 山本　修 農業 61 男

希望する地区の農業事情に精通していると共に見識を有し農地法
に基づく許認可などの業務を適切に行うことができ、担い手への農
地利用の集積・集約化、耕作放棄地の防止・解消、新規参入の促
進など農地等の利用の最適化の推進に積極的に取り組んでいた
だける方であるため。

18 〇 那賀 稲本　伊佐夫 68 男 農業 該当
紀の川市農業委員会　委員
紀ノ川農業協同組合　うめ部会長

営農類型：果樹
耕作面積：280ａ

非該当 東岡　寿久 農業 69 男

希望する地区の農業事情に精通していると共に見識を有し農地法
に基づく許認可などの業務を適切に行うことができ、担い手への農
地利用の集積・集約化、耕作放棄地の防止・解消、新規参入の促
進など農地等の利用の最適化の推進に積極的に取り組んでいた
だける方であるため。

備考

2  候補者の経歴等の詳細は、農業委員会事務局（紀の川市役所本庁舎4階）の窓口で閲覧することができます。
1  この公表は、紀の川市農業委員会委員会の委員選任に関する要綱（平成２７年告示１０３号）第７条の規定によるものです。


